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私の学生時代

一 「第二の草創期」の視点か ら一

花 見 常 幸

1は じめに

懇切なご紹介を頂きました、法学部の花見です。今回は、11E18日 とい う創価教育の歴史にと

って大変に重要な記念の日に、こうした形で、学生の皆 さんに話をさせていただく機会を得まし

て、とても有 り難 く思っています。神立所長をはじめとして、創価教育研究所の関係者の皆様に、

心から感謝申し上げたいと思います。

先ほど神立所長からの紹介にもありました通 り、私は、東京大田区の南蒲田とい う下町の出身

でして、創価高校、創価大学の1期 入学、卒業生の一人です。恐 らく、そ うしたことから、今回

の 「創価大学の草創 を語る」というテーマでの連続講演会の依頼をいただいたのだと思います。

神立所長か らは、内容に関して、「学生時代について、自由に思い出を語って下さい」というこ

とでしたので、タイ トルも 「私の学生時代」としました。 しかし、依頼を受けて時間が経つにつ

れ、ただ私の思い出話をしてもどうかなと思い始めました。皆 さんの中にも読まれた人がいると

思いますが、E・H・ カーの 『歴史とは何か』とい う書物があります。E・H・ カーは、20世紀

を代表する、大変有名な歴史家、哲学者ですね。『歴史 とは何か』は、彼がケンブリッジ大学で講

演 した内容をまとめたもので、その翻訳書が岩波新書として出版 されてお り、私の学生時代には

学生の必読書で した。その中で、カーが述べているのは、「歴史 とは、現在 と過去との間の尽きる

ことを知らぬ対話なのである」 との有名な言葉です(1)。 この言葉の趣旨は、過去の出来事は、

過去の出来事だから意味があるのではなく、私たちが生きている現在にとって意味をもっからこ

そ問題になるのであり、また、現在 とい うものの意味も、過去 との関係を通 じて初めて明らかに

なるとい うことだといわれています。この 「歴史とは、現在 と過去 との対話である」との言葉を

思い起こしまして、今 日のお話もただの昔話や学生時代の思い出を振 り返るだけではなく、創価

大学の現在を理解することにっながるような話をすることにしました。果たして、そ うした観点

か ら見て、十分なお話ができるかどうか、あまり自信はあ りませんが、創立者池田大作先生ご自

身が 「いまが第二の草創期である」とおっしゃっている、現在の創大との関連を意識 した上で、

草創期の創大の様子や学生の様子を伝えることに主眼を置きまして、「私の学生時代」とい うテー

(1)E ,H.カ ー(清 水 幾 太 郎 訳)『 歴 史 とは何 か』(1962年)40頁 。

TsuneyukiHanami(講 演 当時 、創 価 大 学 法 学部 長 。 現 在 、 通 信教 育部 長 ・教授)

*本稿は
、創価教育研究所記念講演会での講演(2009年11月18日)に 加筆 ・訂正 したものである。
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マから若干はみ出すかも知れませんが、話をさせていただきたいと思います。

2開 学1年 目の頃

1971年4.月2日 に創価大学は開学しますが、創立者 は、開学に先立つ2年 前に3つ のモットー

からなる建学の理念を示されていました。この3つ については、皆 さんご存知の通 りですけれど

も、第1に 「人間教育の最高学府たれ」と言われたことに、私たちは注 目すべきであると考えて

います。

当時のことを少 し振 り返ってみますと、ちょうど今年は、日本中の大学を巻き込んだ大学紛争

から40年 目の節 目の年に当た りますが、40年前の1969年 、「スチューデン ト・パワー」といわれた

学生運動の嵐が 日本中を吹き荒れていました。有名な東大安田講堂の攻防戦です。放水をする警

官隊と、ヘルメットをかぶ り、タオルで顔を覆った、そして当時 「ゲバ棒」 と呼ばれたタルキを

もった学生 との攻防戦があったのが1969年 です。私は高校2年 生でしたが、東大の入試が実施 さ

れなかったり、あるいは多くの大学が集まっている御茶ノ水駅の周辺は、その地域一帯が学生に

よって占拠 されてしまい一般市民は怖 くてそこに近づけない。私の母や妹は、テ レビでその様子

を見るだけで怖いといって、家の中か ら出れないようなそんな緊迫感のある雰囲気でした。まあ、

今皆さんに説明しても実感が湧かないと思いますが、学生が大変に暴力的な部分を含んで、日本

の社会を大きく動か した時期であり、その2年 後に創大は誕生 したのです。こうした時代状況は、

創大創立の意義を考える上で大変に大きな意味を持っていると思います。

「スチューデン ト・パワー」といわれた世界的な大学紛争は、フランス ・パ リのカルチェラタ

ンとい う学生街から始ま ります。その時の学生達の合言葉は、「教授よ、学問が古くなったのでは

ないか」、「教授よ、信念がなくなったのではないか」とい うものでした。 日本の大学も、全国の

ほぼ全ての大学が紛争に巻き込まれてい くわけですが、当然大学ごとに学生が要求 した問題は

様々でした。例えば、大学の管理運営に学生の参加を求めるとか、様々な要求がなされていまし

た。それが、さらには反体制的な運動、いわゆる中核派や核マル派などの学生運動にもつながっ

ていきます。こうして各大学で問題状況の様々な違いはあったものの、そこで根本的に問われて

いたのは、「大学の講義は、専門研究の発表の場であって、学生が授業を理解できるかどうかは、

ある意味でどうでもいい。それは学生の問題であって教員の問題ではない」とい う、まさに教育

にほとんど関心を示さない教授や大学教育の在 り方、「学生不在」の大学の在 り方でした。皆 さん

がわが国の大学の歴史を学んでもらうと分かるのですが、戦前まで、大学に進学するのは、同世

代の数パーセン トであり、ごく限られたエリー トのみに許 されたことでした。その時期には、学

生は皆学力が高く、自分で書物を読んで勉強 しますか ら、どんな講義をしようと、全然っまらな

い講義でもよかったわけです。ところが、この60年代後半くらいになって くると、徐々にかなり

の人が大学に行 くようになる。当時、2割 弱程度でしょうか、正確な数字は私の専門ではないの

で分か りませんけれ ども、こうした、大学がいわば大衆化に向かう中で、今申し上げた問題が起

きてきた訳です。そこでは 「大学の在り方」が根本的に問われていたのです。

現在、日本の大学教育の世界を見ると、いろんな大学がポスターや入学案内の中で、「人間教育」、
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「学生第一」といっていますね。「学生のための大学」であるとか。こうして、今の大学教育の世

界において、一般化 している 「人間教育」あるいは、「学生第一」とい う言葉があるわけですが、

先ほど述べた学生運動の嵐がまさに吹き荒れている最中において、しかも当時の世論では、大学

は専門教育の場であ り、「大学で 『人間教育』とは不見識、見当違いも甚だしい」との公然たる批

判を受けかねない中で、1969年5月3日 、創立者はある大事な会合で、「人間教育の最高学府たれ」

との建学の理念を示されました。その先見性は、改めて強調 されるべきではないかと思っていま

す。

私たち1期 生の場合、私のように高校からス トレー トに入学した者 もいま したが、必ずしもそ

れはマジョリティーではあ りませんでした。池田先生が創立された大学で学びたい とい う強い思

いで、全国から、大学を中退 して創価大学にやってきた人がかな り沢山いたんですね。皆さんに

は信じられない状況かと思います。また、東大の受験が実施されなかったこともあり、長く浪人

をしていた人 とか、他の大学を卒業 して、創価大学に入学 した人も含めて、創立者を求めて、ま

さしく全国から学生が集まったのです。 したがって、いろいろな学生がいまして、私なんか本当

に可愛い者でした。大学内に、学生の猛者みたいな人が一杯いるわけですよ。「なんでこの人、こ

こにいるんだろう?」 みたいな人がね。もう本当に大変です。要するに変わった学生が多かった

といっていいと思います。

例を挙げた方が分か りやすいと思いますので、具体的な話をします。私は、滝山南寮4号 室の

寮生として大学生活 をスター トしたのですが、いよいよ明日が入学式だとい う日になっても一人

だけ入寮 して来ない人がいました。私は、いい加減な人がいるんだなと思っていたところ、夜8

時頃でしょうか、寮の部屋に戻ると、なん と、「布団袋」をミーティングルームのど真ん中に置い

て、その上に胡坐をかいて座 り、皆を集めて稻々と話をしている人がいました。 当時は12人部屋

でしたが、部屋の全員を集 めてです。その人こそ、まだ入寮 して来ない寮生として話題になって

いた、購 久雄 さんとい う人でした。彼は大分県別府出身の人で、名前が私と似ているので、寮

の全館放送で、「編 さん電話です」とい うアナウンスを聞き、私が間違って行って しまったこと

も何度かありました。その阿南さんが、稻々と話をしているわけです。何の話か とい うと、阿南

さんは、東洋大学で創価学会学生部の学内委員長だった人で、やっぱり猛者ですね。東洋大学を

中途退学して創大に来た人ですが、別府から東京に上京 したときの武勇伝を語っていました。当

時は国鉄で、JRで はないのですが、日本国有鉄道の初乗 り運賃は10円でした。そこで10円の切符

だけ買って列車に乗 り、東京に来たとい う話です。変な話で しょ。要するに、自分にはお金が無

い、でも東京の大学に行くと決めた。そこで、10円の切符だけ持って乗ったという訳です。当然、

列車の中で、車掌さんが改札に来ます。でも、阿南 さんは、それはもう想定していますから、ひ

たす ら、狸寝入 りを決め込み、どんなに起こされても起きるまい と決めていたそうです。しかし、

それは敵も猿ものひっかくものでして、す ぐ分かる訳ですね。 この乗客おかしいと。で、まあ仕

方なしに起こされて、切符拝見 となった。「10円の区間はとっくに過ぎていますが、どこまで行く

んですか」、「東京です」、「何しに行くんですか」、「東京の大学で勉強するためです」。そして、阿

南さんが財布を見せて、「お金はありません。でも、私は東京に勉強 しに行きたいんです」と正直
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にいったそうです。そ うしたら、今では考えられないことだと思いますが、昔はいい時代だった

んですね。その車掌さんもいい人だったようです。車掌さんは向学の心に大変感激をしてくれた

よ うで、東京までの切符代を立て替えてくれた上に、さらに饅別 としてお小遣いまで くれたそ う

です(笑)。 阿南 さんも、本当に嬉 しかったとのことでした。こうした話を自信たっぷ りに稻々と

話 していました。かなり常識外れだなという感じがして、驚きました。

いま、阿南さんのことを代表 として紹介 しましたが、こうした学生の猛者のような人が大勢い

ました。名前は言いませんけども、応援団長の格好をして授業に来る人とか(笑)、 扇子を持って

ですね。この人大丈夫かな(笑)っ て思いました。それから、早稲田大学の建築学科を卒業して

から創価大学に入学し、猛然と外交官試験の勉強をして、見事に現役合格を果 した山口寿男さん

という人もいます。山口さんは、4年 で合格し大学を中退 した関係で、創大卒の最初の外交官で

はないのですが、創価大学で学んだ最初の大使として、南アフリカやノルウェーなどの大使を歴

任 し、大変に活躍している人です。まあ、この山口さんも本当に面白い人で した。いっも読んで

いる新聞は、昨日か一昨日の新聞なんです。「山口さん、なんで今 日の新聞を読まないんですか?」、

「それはね、昨 日の新聞だったらタダだから。勉強のために読んでいるんだ」と。とても合理的

な答えです。もうマっ印象に残っている山口さんの言葉があります。それは、「私はね、人材 とい

う言葉は嫌いだ。人間を材木のように言 うのはとんでもない」って(笑)。 この人、ユニークな人

だなと思いま した。印象的な1期 生の一人です。

草創の頃、私たちが入学した当初のことを思い出します と、 白亜の学び舎とい う形容がまさし

くふさわしいA棟 を中心とした施設群がありました。建物も何もかもが眩しいほどに新 しい。そ

ういう中で、教員の先生方にも学生にも、新しい大学を作ってい くんだとい う草創の息吹きが溢

れていました。反面、現在の創大 と比べると実に寂 しいもので した。建物、施設の面で言えば、

この学生ホールをはじめとして、池田記念講堂 や本部棟はもちろんあ りません。1年 前期の間は

A棟 の半分がまだ建設中で、授業中に ドリルの音が響いてきて、 うるさくてしょうがないとい う

こともありま した。施設 としては、A棟 の半分だけと、それか らラーニング棟、体育館、第1グ

ラン ドぐらいです。ラーニング棟の一部が図書室になっていま した。要するに、A棟 前のロータ

リーから東側はただの山林です。中央図書館も正門も何もない。もう、とにかく山です。バスも

最初の頃は、直接大学に着 く路線が通っていないのです。山の中のこんなに寂しいところで勉強

しなければならないんだという感 じが実際のところありました。

したがって、牧口先生の書かれた 「創価大学」の文字が刻まれている、あの立派な正門もなか

ったんです。当時の門は、裏門と呼ばれていた栄光門だけでした。そこから皆、大学に通ってい

ました。ですから、当時私たち1期 生は、全員が 「裏 口入学」であると、そ うい うふ うにいって

いました。

文学の池は、あったんですけども、今のように立派に整備された文学の池ではありません。ま

あ、大きな水たま りとい う感 じです(笑)。 鯉はいました。おそらく大学の職員の人が、せっかく

池田先生に 「文学の池」という素晴 らしい名前をつけていただいたので、鯉を放 してくれたんだ

と思います。ところがやっぱり1期 生は先ほどいったように、変わった人というか、ユニークな
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人というか、不届き者が多いものですから、その鯉を捕って食べちゃうわけです よ(笑)。 私は誘

われなかったので、行かなかったんですけど(笑)。 でも、あとから話を聞いたところ、泥臭くて

おいしくはなかったようです。そんなこともありました。

3第1回 創 大祭 の こと

冗談みたいな話ばかりしていてもしょうがないのですが、さっき寂しい感 じが した と言いまし

た。何より寂しかったのは、入学式に創立者がお見えにならなかったことです。今回、解体され

ることになった中央体育館は、当時は本当に新しく綺麗な体育館でした。その広い体育館に約700

名 の1期 の入学生だけが集まったわけです。現在の入学式のような、外国か らの素晴 らしい来賓

の方は一人もいません。 日本の来賓の方は、数名いたように記憶していますけれ ども、それくら

いです。何より寂しかったことは、当然出席 していただけると期待していた、創立者が見えなか

ったことです。大変寂しく思いま した。その後 も、創立者は大学にお見えになりません。当時、

私たち学生には、どうして創立者が大学にお見えにならないのかよく分からない状態がずっと続

きました。その理由は、『新 ・人間革命』の 「創価大学」の章に書かれている通 りですが、当時の

教授陣の中には、創立者の仕事は大学が完成す るまでであって、大学が正式にスター トした ら、

教員が学生の教育に責任を負 うのであり、創立者は大学に来るべきではない。そ ういう間違った

考え方が教授会の中に、はびこっていた とい うことです。 こうした事情も、当時の私たち学生に

はよく分かりませんでした。 とにもかくにも、創立者が大学に来 られない事態が続いていたわけ

です。夏になっても来られない状態が続きます。当時殆 どの男子学生は、滝山寮に住んでいまし

たので、私たち寮生は、「どうして創立者は大学に来 られないのか」、「どうしたら創立者に来て頂

けるのか」について、毎晩のように、夜を徹して考え、話 し合っていました。そのときの皆の思

いは、「もし、このまま創立者が来学 されない事態が続けば、これから百年、千年 と続 く創価大学

の歴史は間違ったものになる。私たちの後に陸続と続 くであろ う後輩たちに、誤った歴史を残す

わけにはいかない」 とい うものでした。

こうした真剣な討論の中から、学生主催の行事をやろうとい う、まさに妙案が生まれてきたわ

けです。学生が主催 して行事を行い、それに創立者を御招待すれば大学も文句を言えないだろう

とい うアイデアです。こうして、11Hの 創大祭が生まれま した。また、創立者に年に1回 しか来

て頂けないのでは十分ではないということから、夏には滝山寮の寮祭をしようということで、2

年 目の7月 の滝山祭が誕生 したのです。

草創期の歴史の中で、ここのところが一番肝心な歴史だ と私は思います。真剣に創立者を求め

る学生が、大学の建設のために、主体者 となって立ち上がっていく。そして、行動するとい うこ

とです。

「第二の草創期」といわれている現在、創立者は 「随筆 新 ・人間革命一第二の草創期」の中

で、次のように草創期のことを語 られています。当時の学生自治会の建物は、粗末なプレハブ造

りでした。そこで大学建設について、真剣に議論 している学生たちの声を窓越しに聞かれた創立

者は、その議論の輪に飛び込んで行かれたそ うです。そ して、「誰もが、必死に理想的な母校の建
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設を考えていた。嬉 しかった。 この学生たちがいる限 り、わが創大は大丈夫だ!」 と綴 られてい

ます(2)。 誰かがやってくれるだろうとい う傍観者 のような、受け身の態度ではなく、大学の建

設、発展のために、 自分に何が出来るかを考え、そして行動す る。このことが、「第二の草創期」

であるいま、創大に学ぶ学生の皆 さんにとって、とても重要な点ではないかなと思います。

先ほど申し上げたような経緯で、11月21日 に第1回 の歴史的な創大祭が開催されます。私たち

1期 生は、晴れて創立者を創価大学の行事にお迎えすることができたのです。当日に向けて幾晩

も徹夜をしながら準備に当たって来た学友達の顔は、「やったぞ」とい う達成感に溢れていました。

記念フェスティバルの中で、創立者は短いスピーチでしたけれども、私たち学生に最初のスピー

チをしてくださいました。その内容は、『創立者の語 らい』にある通りですが、そのスピーチの中

で、次のように言われているところがあ ります。「私は皆 さん方に対しては、オックスフォー ド大

学をはじめ、伝統ある世界の有数大学のあり方と同じように、各々が偉大な人格をもっ人々とし

て相対していきたいのです。いささかたりとも皆さんを"生 徒"て いどの扱いにはしたくない。

私よりも何十倍、何百倍も偉い無限の可能性を秘めた人格者であると、私は心の底で尊敬してお

ります」(3)。この先生のスピーチを伺って、私は本当に感動 しました。実際の表現 としては、「皆

さんをジェン トルマン(紳 士)で あり、レディー(淑 女)と して」とも言われま した。そ うい う

優れた人格の存在 として接していきたいとおっしゃっていただいたわけです。創立者が創大で学

生に対して最初に行われたスピーチが、「創大生を心の底で尊敬 している」とい う内容であったこ

とをここで改めて確認 しておきたいと思います。そして、その後も一貫 して、今年の入学式での

スピーチもそうでしたが、創立者は、学生をどこまでも大切にされる、「学生第一」の精神を貫か

れているわけです。

この時に、私たちの仲間は 「世界学生友好協会」とい うクラブを作ってお り、クラブとして展

示をしました。論文集も作 りました。今後、創価大学が発展する中で、世界中か ら留学生がやっ

て来て、学生の交流がはじまるだろう、また、私たち創大生も世界の大学に留学する時代が来る

に違いない。「世界学生友好協会」とい うクラブは、その時のために基礎 となる資料やデータをし

っか り集めて準備をしようということで作ったクラブでした。ちゃんとハンコも作りました。い

まそのハ ンコはどこに行ったかわかりませんけれども(笑)。この話を聞かれた皆 さんは、「なぜ、

今後の準備だけで、す ぐ留学しようと思わなかったのですか」とい う、疑問をもたれ.るかもしれ

ません。しかし、何 といっても、当時は1ド ル360円 の時代です。円の価値は今の3分 の1以 下し

かありませんでした。余程裕福な家庭の子弟でなければ、なかなか留学は考えられない。当時は、

現実的な話として、私たちの実感 として、留学することは考えられませんで した。ただ、10月 の

初めには、大学のS教 室や体育館などを会場 として第3回 の 「世界学生平和会議」が開催され、

日本の他の大学からの参加者を含めて、世界15か 国から約千人の学生が創大のキャンパスに集い、

公害問題やナショナリズムの問題について、活発な議論が展開されるとともに、学生同士の楽し

い交流も行われました。こうした会議への参加などを通して、今後学生の交流が必ず盛んになる

(2)創 価大学創価教育研究所編 『創立の精神を学ぶ』(2007年)303頁 。

(3)創 価大学学生 自治会編 『創立者の語 らい(上)』(1985年)48頁 。
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ことを実感 していました。先ほどもいったように、クラブとして論文集も一生懸命に作 りました。

かなり売れると見込んだのですが、全然売れませんで した。でも、創立者に全部買っていただき

ました(笑)。 他の模擬店とか、展示 もみんな同じ状況でした。そ うやって、激励をして頂いたわ

けです。

当時の1期 生の皆の思いは、ともあれ何かの形で、創価大学の建設に関わっていきたいという

ものでした。例えば、「チュウケン」、中国文化研究会を作る、「ニチデンケン」、 日本伝統文化研

究会を作る。現在の箏曲部 と茶道部の前身です。英研、ロシ研、あるいはラテ研ですね。語学系

のクラブが多かったと思います。あるいは、学生自治会を立ち上げるために奮闘した友人もいま

した。私自身も先ほどのクラブとは別に、この建物の1階 に入っている 「創学サービス」の前身

に当たる 「創価大学生活協同組合」の設立認可手続に、友人たちとともに学生側の設立発起人の

一人 として関わることができ、協同組合の監事も務めさせてもらいました。

4「 読書会」 と5・30の 懇談会

そうい う中で、自分のことで恐縮ですけども、大学の教員になろうと考えるようになったきっ

かけは、これまであまり話 していないことですが、経済学部の北政 巳先生 との出会いが大きいと

思います。北先生は、大変にフランクというか気さくとい うか、人懐っこい先生なんですが、当

時からそ うで して、大学の教員の中で一番若い教員の一人でした。4月 のまだ大学が始まったば

か りの頃のことです。駅の方に買い物に行った帰 りに、バスに乗っていたところ、よく知 らない

人が関西弁で親 しげに話 しかけて来ました。「この人、何なんだろう」と、一瞬怪訊に思ったので

すが、その人が北先生でした。北先生は、大学の学生部で学生部委員として、滝山寮の担当だっ

た関係で私の顔が分かり、話 しかけてくれたようです。その数 日後、北先生から、読書会を開 く

ので是非参加 しないかとい う話がありま した。メンバーは、現在、大学の理事長である田代康則

さん、一橋大学の法学部に合格 して、そちらを蹴っ飛ばして創価大学に来た北川吉弘さん、卒業

後に当時の文部省に入省 し、全国の国立大学図書館の事務長を歴任している鈴木太郎 さん、そ し

て私とい う、ごく少人数の読書会でした。毎週木曜日の夜10時 から、当時独身であった北先生の

教員宿舎の部屋で2時 間、読書会が行われました。経済学部 と法学部の学生がいたことから、北

先生は西洋経済史がご専門なのですが、教材はいわゆる社会科学の基礎理論を学ぶにふさわしい

ものを選んでもらいました。主に、岩波新書で、『社会科学の方法』とか、『社会認識の歩み』、『マ

ックス ・ウェーバー』、『人間マルクス』などです。当時の私は法学部の学生であ りながら、大学

の法律の授業にあまり興味を感 じていませんで した。法学部長がこういう話をしてはいけないの

かもしれませんが、正直なところ、そうで した。のちに大学院時代に読んだ本の中に、『科学とし

ての法律学』とい う書物があります。この本は、「法社会学」とい う学問分野の基礎をつくったと

いわれている東京大学の川島武宜とい う先生が書かれたものですが、その中で川島先生は、次の

ように述べられています。「私が大学に入って法律学の講義を聴きはじめたころには、法律学に対

してまったく興味をもつことができず、また法律学 とい うのはいったいどういう学問であるかも

わからないで、日々の学生生活に少しも生き甲斐を感ずることができなかった。私は、はたして
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自分が法律学の研究を大学3年 間つづけてゆくべきであるか、またゆくことができるか、という

ことすらわからなくなってしまった」(4)。こう川島先生は率直に語 られていて、毎年、同じよう

な悩みを東大法学部の新入生から聞かされると書かれています。川島先生が言われるには、それ

が法律学という学問の特質 とい うことになります。っまり、18歳 か19歳 の大学1年 生の時には、

なかなか興味を持つことができないところに、「大人の学問」としての法律学の特徴があるとい う

ことです。む しろ18、19と い う年齢では、「人間は何のために生きるのか」という問いを考える哲

学であるとか、自然科学のように法則性を追及する学問に関心を持つのが自然である。それに対

して法律学は、社会統制の技術としての法律を対象とする学問 として複雑な価値判断を含んでい

ますし、そこでは法的な紛争をどう解決するかとい うことが中心の課題であり、そもそも法的な

紛争とはどんなものかを知 らない学生にとって、およそ興味が沸かないのは当然であるとい う趣

旨のことが書かれており、 とても安心したことを覚えています。理由はともあれ、法律学の授業

にあま り興味を感 じることのできなかった1年 生当時の私にとって、学問のワクワクするような

面白さを感 じる機会を作ってくれたのがこの読書会であったわけです。

夏休みが明けて9月 に入った頃、同じく読書会に参加 していた先ほどの北川吉弘さんと2人 で、

北先生の研究室に行きました。「経済学部に転部したいと考えているのですが、どうで しょうか」

とい う相談に行ったのです。その時、北先生から、まさに烈火 のごとく、大変な勢いで叱られま

した。「何を考えているんだ。君たちが法学部を立派にしていかなければ、誰が立派にするんだ」

と。本当に厳 しく言われまして、這々の体で滝山寮に帰ったことを思い出します。一期生は皆、

学生として在学中の問題 として 「大学建設」のために、何ができるかを考え、様々なところで努

力をしていたわけですが、将来の大学、なかんず く学部の建設に関わることの重要性を、この出

来事をきっかけとして真剣に考え始めることになったわけです。その意味で、北先生には、大変

に感謝しています。

こうして大学に残って 「大学建設」に関わることを考え始めていたのですが、そのことをはっ

きりと決意する出来事が、翌年の1972年5H30日 にありま した。創立者は皆 さんご存知の通 り、

72年5月 、イギリスで トインビー博士との有名な対談を行われるのですが、帰国後す ぐに、5月

30日、 日本武道館で開催 された本部幹部会に出席 されます。その本部幹部会の直後に、武道館の

一室で
、創大生の代表約30名 と懇談する機会を設けていただきました。その席で創立者は、トイン

ビー博士との対談の合間を縫って、オックスフォード大学 とケンブ リッジ大学を訪問された様子

を詳しく話して下さいました。とくに、図書館の様子について、実際にニュー トンやべ一コンが

使っていた机や椅子が当時のままに残されており、そこには、学問の厳しさを強 く感 じさせるも

のがあったこと、また当時、日本の大学の教授は皆威張っていたのですが、オックスフォー ド、

ケンブ リッジ両大学の教授の方何人かとお話をしたけれども、決して威張った雰囲気はなく、学

生を本当に大切にしている様子が印象的であったことなどについて、教えていただきました。先

生は学生寮にも突然行かれたそ うです。学生寮は2人1部 屋で、先生が、「一番困ることは何な

(4>川 島 武 宜 『科 学 と して の法 律 学 』(1964年)3頁
。
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の?」 と聞かれると、「自分が勉強しようと思 うと、相手の人がギターを弾き始める。そして、相

手が勉強を始めると、今度は自分がラジオを聞きたくなることです」 との答えであったことを紹

介 されて、「みんなと同じだね」と言われながら、寮生活が人 との対応を学ぶ大事な訓練の場 とな

ることを語られました。その上で、創立者は、懇談会に参加していた私たちに対 して、「君達学生

の力で、創価大学をオックスフォー ド大学やケンブリッジ大学のような、世界一流の大学にして

いってほしいんだ。頼むよ。」とい う趣 旨のお話をして下さいま した。創立者の創価大学建設に対

する本当に壮大な思いに、私たち学生が初めて触れた瞬間でした。まさしく、鳥肌が立っ思いで

した。先生は、オックスフォー ド、ケンブ リッジと肩を並べるような大学を創っていくんだと、

言われたわけです。 しかも、その懇談会に出席 していたのは、教職員では当時の篠原学生部長 ぐ

らいであり、あとは全員学生でした。先生は、私たち学生を信頼 されて、大変に大きな期待をし

て下さったのだと思います。この懇談会が私の学生時代の大事な原点です。実はそこには、石井

短大学長、山崎文学部長、前田経営学部長、この後登場する小林芳夫 さんといった1期 生の友人

たちが参加 してお り、皆それぞれの分野で、創立者の構想の実現を目指 して努力 していくことに

なります。そ うい う大事な会合でした。

5第1回 滝 山祭

第1回 の滝山祭が7月6日 に行われます。その 日は雨でした。雨で したけども、何よ り嬉 しい

ことに創立者に来ていただいて、元気一杯に開催 されました。滝山祭に向けて、先ほどの5H30

日の懇談会に参加したメンバー数人で集ま り、話し合いをしました。その中で、創立者が訪問さ

れたオックスフォー ド大学とケンブリッジ大学について、まずはしっかりと勉強すべきだとい う

ことになり、両大学の歴史を勉強 しました。そして本当にささやかな研究であったわけですけど

も、その成果を滝山祭の当 日に、滝山寮の中寮広間という結構広い部屋を使って、模造紙に書い

て展示をするとい う計画を立てました。創立者が滝山祭にお見えになったときには、ぜひ見てい

ただきたいとの思いを込めて、なるべく綺麗な字で書きました。また、創立者用の四角い大学帽

を紙で作 り、用意 しま した。そして当日、大変 うれしいことに先生は中寮広間に来て下さったの

です。「私達がつ くった大学帽です。ぜひ被って下さい」とお願いをしたところ、早速被っていた

だいたわけです。そのときの様子は、『新 ・人間革命』の中に次のように書いていただいています。

「そこには、創立者を慕い、誇 りとする、寮生たちの気持ちが込められていた。それを感 じ取っ

た伸一は、丁重に答えた。『ありがとう。創価大学に集ってくださった、私の宝である学生諸君か

らの、私への顕彰 として被 らせてもらいます』。寮生の真心を、彼は冠したのである」(5)と。紙

の帽子でしたけども、創立者は本当に嬉 しそ うに被られていたことをよく覚えています。

その後、中央体育館で 「寮歌祭」が開催されます。のちに第3代 全寮代表になる、創価教育研

究所の塩原将行 さんもその会場に一緒にいたわけですけども、創立者の前で、滝山寮の各寮の寮

歌を発表 させていただきま した。実はこの時、南寮、中寮、東寮、北寮の4つ の寮があったので

(5)池 田大 作 『新 ・人 間 革命(第15巻)』(2006年)189頁 。
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すが、滝山寮全体の運動 として、まず各寮の寮歌を作ろ う、その上で一番良いものを選んで、正

式な滝山寮の寮歌にしよう、ぜひそれを先生に決めていただくんだという計画で、寮歌作成運動

を進めていました。私は、昔から音楽は決 して得意ではなかったのですが、なぜか私がその責任

者でした。私たち寮生としては、南寮の寮歌が一番だと考えて、それを先生の前で歌い、聞いて

いただきました。その時に創立者はこう言われました。「歌 とい うのは、みんなが自然に歌いたい

なと思 うようなものがいいんだよ」と、以上おしまいです(笑)。 その後、創立者は、歌を作る時

に基本となることがらについて、諭す ように話をして下さいました。

失敗だということですよね。皆 さんご存知の通 り、創価学園には学園1期 生の小倉裕児さんが

作詞した、素晴 らしい学園寮歌があります。現在の校歌ですね。あの寮歌を超えることはやはり

難しかったということだと思います。ただ、その後の歴史を振 り返っていま思 うことは、この失

敗を生かし、大学は寮歌ではなくて学生歌をつ くろうとい うことで、その後、中村宏勝 さんが作

詞をし、川上慎一さんが作曲する学生歌が誕生するのですが、この寮歌作りの試みは、少なくと

もその遠因にはなったとい うことです。

6草 創の学友達

次に、草創の学友達ということで、少し1期 生、2期 生の友人の話をさせていただきたいと思

います。小林芳夫さんという法学部1期 の友人がいます。現役3年 生で司法試験に合格をした人

です。司法試験は、現在は新 しい制度となり、新司法試験 といいますけども、当時もいまも、日

本で一番難 しい試験だといわれています。合格率は3%程 度、合格者の平均年齢はおよそ28歳 、

そういう試験です。その試験に現役3年 生で合格する者はほとんどいません。多い年でも全国で

数人の世界であ り、まさに快挙です。当時、体育の授業は必須科 目で体操着とい うものがありま

した。赤 と白のツー トンカラーの体操着で、遠 くから見るとウル トラマンのように見えます。そ

の体操着を小林さんはいつも着ていました。いつ洗濯するだろうと思いましたけれど、そんなこ

とは考えちゃいけない(笑)。 服なんて関係ないという世界です。彼の滝山寮の部屋にも何度か行

きましたけれ ども、寮のスタディールームではうるさくて勉強にならないと、彼はベ ッドルーム

の自分のベ ッドの上に板を渡して、ランプをつけ、集 中できるように昼間も部屋 を暗くして勉強

していました。こうした鬼神 も泣 くような猛然たる勉学の結果、見事、現役3年 生で合格します。

合格後に本人か ら話を聞きましたが、「ともかく、日本で一番難 しいといわれる司法試験に挑戦 し、

合格を勝ち取ることによって、創大の存在を社会に示していきたいと思った。また、創立者の正

義を世に少 しでも訴えていきたいと思ったんだ」 と、そ う語っていました。こうした強い思いが

3年 合格という快挙に結び付いたのだと思います。

実は、彼 とは3、4年 の専門ゼミが刑法のゼ ミで一緒でした。久禮 田益喜先生 とい う、最高裁

判所の前身である大審院、いわば明治憲法時代の最高裁判所ですが、その裁判官であった大先生

のゼ ミでした。ただ如何せん高齢の先生でしたので、残念なが ら、私たちが3年 の11月 頃だった

と記憶していますが、ご病気で入院されます。大学に来 られな くなった。それで、ゼ ミはどうな

ったかといいますと、学生だけでやっていました。小林さんや卒業1年 目で司法試験に合格する

一78一



創価教育 第4号

稲毛一郎さんなど司法試験組が4、5名 いましたので、十分ゼ ミになるんですね。ガンガン議論

していました。 しかし、久禮田先生は心配をされまして、当時明治大学の講師か助教授をされて

いた、お弟子さんの若い先生にゼ ミの面倒をみてもらえるよう、手配をしていただきました。そ

の若い先生は何度かゼミに見えましたが、我々が意地悪だったのか、意地悪ではなかったと思い

ますが、その先生にどんどん質問をするわけです。しかし、十分に答えられないことが多く、結

果 として、来られなくなりました(笑)。 「君達だけでゼミができるようだか ら、もう行かなくて

いいよね」と、いわれて来なくな りました。この先生の話は別として、今でも私は大学のゼ ミ(演

習)の 基本的なあり方がそこにあったのではないかと、考えています。つま り、あくまでも、学

生が主体者となって、徹底 して勉強 し、議論をする、これがゼミの一番の基本だとい うことです。

もちろん学生だけでは、議論が混乱 した り、行き詰まった りするものですか ら、教員の先生が交

通整理をする必要があります し、また学生 としては、先生から最新の学説の紹介を含めて、自分

たちが知っているものとは違 う世界、深い学問の世界の一端でも示 してもらえれば、本 当に楽し

いわけです。そ うい う意味で、ゼ ミにおいても教員の役割が重要であることは、い うまでもない

のですが、教員がい らなくなる位に、学生の皆 さんが主体者 として徹底 して勉強することがゼミ

の基本のあり方だとい うことを強調 しておきたい と思います。

2期 生以降の後輩の皆さんにも優秀な人が大勢います力弐、私にとって大変印象的であるのは、

2期 生の桐谷篤輝さんと福田有亮さんの2人 です。現在、2人 とも大手ゼネコンの大林組と大成

建設で役員 として活躍 していますが、この2人 と、同じく2期 生で弁護士としてがんばっている

松村光晃さんが一緒になって、「創友会奨学金」の源流を作ってくれたのです。現在、創大の卒業

生の同窓会である 「創友会」による奨学金制度が充実 した形で出来上がっているのです が、とり

わけ桐谷 さんと福田さんの2人 がその源流を作った中心人物です。2人 は法学部の学生 として、

司法試験合格を目指 していました。しかし、経済的な理由で、卒業後は勉強を続けられず、法曹

の道を断念して、一般企業に就職 をしました。ただ、後に続く後輩たちが自分 と同じように経済

的理由で勉強が続けられないのは大変に残念だから、安月給ですけどもその中からお金 を寄付さ

せていただいて、後輩たちのための奨学金をつ くりたい と考えた。そのことを、たまたま創立者

にお会いする機会があって、直接創立者に申し上げたそ うです。それを聞かれて創立者 は大変に

喜ばれて、「後輩のためにとい う、その心が大事なんだ。そうい う形で奨学金をっくれたらいいね。」

といわれたそ うです。

桐谷さんについては、就職活動のときのエピソー ドも有名です。1期 、2期 のときの就職活動

は、現在 とは様子が全然違います。書類を見ただけの段階で、「御宅の大学とは御縁がありません

から」 といわれて帰されてしまうことが普通でした。桐谷 さんも、本人から話を聞きましたが、

ビールや ウイスキーのメーカーを中心に回ったが、全部そうだった。そもそも会ってくれない。

書類を出すだけでおしまい。理由は創価大学だからだと思 う。はっきりいって、ふてくされた半

分諦めた ような気持ちになっていたそ うです。いまもA棟1階 に自動販売機などが置かれている

広いテラスがありますが、当時はそこに長いベンチがあり、彼は就職活動の疲れもあって、昼間

の時間でしたが、そのベンチでふて寝をしていたそ うです。もうやけになって寝ていたところ、
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起 こす人がいる。せっかくいい気持ちで寝ているのに誰が起こすのだろうと思って、パ ッと目を

開けたら、創立者だったそ うです。「どうしたの?」 と心配 されて、話を全部聞いてくださった。

そのとき、創立者は、「た とえ、ゴミ箱の中に入っていてもダイヤモンドはダイヤモン ドだよ。必

ず見つけてくれる人がいるんだよ」といわれそうです。周 りや環境のせいにするのではなく、 自

分 自身がダイヤモン ドのような輝 く存在になっていくことが大事だとい う激励をいただいて、そ

の後、彼は見事に大林組か ら内定をもらうことになります。

7「 英知を磨 くは何 のため 君よ それを忘るるな」

法学部長 として、少 し法学部のPRを させていただきますと、1期 生に続いて2期 、3期 と続 く

後輩たちによって、司法試験に強い創大法学部の伝統がつくられてきました。そ して、開学39年

目となる今年も、新司法試験に創大から14名が合格し、開学以来の司法試験合格者の累計は186

名 となりました。これは、戦後に創設 された高等教育機関の中で全国第1位 の実績であり、法学

部の1期 入学、卒業生の一人として本当に うれ しく、また誇 りに思っています。

他の大学の法学部の先生方と懇談をしています と、以前か らよく 「なぜ、創価大学 さんは司法

試験に強いんですか、その秘訣は何ですか」と聞かれます。当然、他大の先生方は創価大学の偏

差値がそんなに高くないことをよく知っているわけです。偏差値は普通であるにも関わらず、司

法試験で大きな成果を上げているので、質問されるのだと思います。そんな時に私が最初にお話

をするのは、「学生が優秀だからです。創価大学には、偏差値では計れない優秀な学生がたくさん

いるからです。」ということです。しかし、そのように答えた ところで、相手の人は納得 しない(笑)。

そ うかもしれないけれ ど、秘訣があるでしょって話になるわけです。そこで、「本学には自分が合

格 しただけでは本当の合格ではない、後輩を合格させて初めて本当の合格だとい う伝統がありま

す。合格者が後輩たちのために時間のないなか、大学にやって来て文字通り、手 とり足 とり指導

してくれる。それが秘訣 といえば秘訣であ り、成果に結びついているのだと思います」 とい う話

をしますと、「羨ましいですね」といわれることが多いわけです。私はこの 「後輩のために」とい

う創大の伝統は、決 して司法試験などの国家試験に限ったことではないと思 うんですね。寮生活

をはじめ、就職活動、或いはゼミの活動など、本学のあらゆるところに漂っている精神的な伝統

だ と思います。 この 「後輩のために」とい う気持ちは、当然 「創立者の正義を証明する」 とい う

決意 と深い次元で繋がっていることはい うまでもありません。創立者は、皆 さんもよく知ってい

ると思いますが、開学の時に一対のブロンズ像を大学に贈っていただきました。そのブロンズ像

の一つの台座には 「英知を磨 くは何のため 君よ それを忘るるな」という指針が示 されていま

す。創立者が開学の時に私たち学生に示 されたこの指針、メッセージが39年 の時を経て、「後輩の

ために、人のために、そして世界のために学ぶのだ」 との精神的伝統 として、学内にしっかりと

根付いているのだと思います。

私の憲法ゼミの出身で飽浦昌城君 とい う元気で優秀な33期 の卒業生がいます。法学部卒業後、

大学院法学研究科で学び、上級職試験に合格して、この4月 から東京都庁で勤務 しているのです

が、彼は関西地方の有名な中高一貫の進学校か ら創大に来ました。よくあるケースです けども、
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本人の意志とい うよりはお母 さんがぜひ創大に行って欲 しいとい うことで、創大にやって来た人

です。親孝行だなと思います。 ところが話を聞きます と、彼の出身校は、有名な中高一貫の進学

校ですが、男子校で全寮制であり、学校の寮ではいじめが横行 していたそうです。上級生に自分

の物が盗まれる、そして殴られるのは当た り前。先生にいっても何も変わらないという酷い状況

の中で、 じっと我慢していたそうです。上級生になればいじめる側になれるから、それまでは我

慢するしかないとい う、本当に酷い状況であった。そして、創価大学に合格 し滝山寮に入 ります。

飽浦君 としては、滝山寮も男子寮ですから、当然や られるだろう、いじめられるだろうと思った。

覚悟を決めていたそ うです。ところが滝山寮の先輩たちは妙に優しい。これは何か裏があるに違

いない、いつか必ずその正体を現すに違いないと考えて、ずっと警戒心を解かなかったそ うです。

4月 、5月 、6月 と時間が経っても、先輩たちの態度は少 しも変わらない。そして、ついに分か

るんですね。これは本物だ と。寮の先輩たちの優 しさが本物の優 しさだということに気づいたと

きに創価大学が大好きになったとい う話をしていました。

8創 立者の 目指 され る、創大での 「人間教育 」

もう一っ、私が学生時代からずっと考えてきた問題があります。それは、創立者が何のために

創大をっくられたのかとい う問題です。

この問題は、創価大学で学んでいる学生の皆 さん一人一人に、是非 とも考えてもらいたい問題

だ と考えてお り、時間があれば、今 日集まっている皆 さんにもぜひ意見を聞いてみたい と思いま

す。時間の関係で、それができないのが残念ですが。なぜ創立者は創価大学をっくられたのか。

もちろん、いろいろな答えが可能な問題であり、ただ一つの正解があるとい うような問題ではあ

りませんが、これまでずっと考えてきた中で、一番のキー(鍵)に なるのは、指導者を育てると

いうことだ と思います。それも単なる指導者ではなく、新 しい人聞主義の時代を開いていく、そ

ういう指導者を育成されようとしている。しかも、一つの宗教団体のためといった視野の狭い も

のではなくて、まさしく地球的な問題群の解決 に貢献することを含め、広 く人類のために活躍で

きるような指導者、リーダーを育てるために創価大学をつ くられたのではないかと考えています。

是非、皆 さんそれぞれの立場で考えてみて下さい。

もう一つ、皆 さんに考えてもらいたいのは、なぜ、創立者は親孝行のことを繰 り返し強調 され

るのかという問題です。今年の入学式でも、また先 日のインドネシア大学からの名誉教授称号授

与式のスピーチでも、親孝行のことを強調 されていま した。最近の卒業式、入学式の時には、毎

回必ずと言っていいほど、「親孝行 している人?」 と、聞かれます し、本当に何度も親孝行の大切

さについて話 をされています。 どうして、創立者はこれほどまでに親孝行のことを強調 されるの

か とい うことも、是非考えてい く必要があると思 うんです。私の意見では、創立者は先ほど述べ

たように、創大生は将来全員が指導者になって欲 しい と願われていると思います。指導者 といっ

ても、いろいろな形があるわけで、地域や職場の中で信頼を勝ち得るリーダーとなる人もいるで

しょうし、またまさに世界に飛び出して活躍する人もいる。いずれの場合にも、指導者 として活

躍 してい く上で何より大事なことは、人間そのものに対する深い人間愛である。それがなければ
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創価大学で学んだ リーダーとはいえない、そ うい う人間に対する深い人間愛を持つことが不可欠

だ と創立者はお考えになっているのではないかと思 うのです。「深い人間愛」を持つといっても実

際のところは難 しいですよね。ですから、まずは、お母さんお父さんがどんな思いで、自分を育

ててくれたのか、どんな苦労をして育ててくれたのかを知 り、ご両親に対する感謝の思いを持ち、

親孝行をするとい うことから、「深い人間愛」を持つことは始まるんだというように考え られてい

るのだ と思います。だからこそ、親孝行の大切 さを何度も繰 り返し強調 されているのだと思いま

す。

9ま とめ

以上が今 日お話 ししようと考えていたことですが、これまでの話を簡単にまとめるとすれば、

草創期以来の創価大学の学生の伝統は次の3つ に集約 されることになると思います。

第1に 、「学生が創立者 とともに大学の建設のために立ち上がっていく、すなわち、若き創立者

として行動する伝統」であり、第2に 、「創立者の正義を証明していくために自分の限界に挑戦 し

てい く伝統」、そして第3に 、先ほど強調しました 「後輩のため、人のため、そして世界のために

学ぶ とい う精神的伝統」の3つ です。そして、この3つ の伝統は、いずれも、創立者 と学生との

深き心の絆のあ らわれであるといってよいと思います。

最後に、第1回 卒業式の席上、創立者が私たち1期 生に送 られた言葉を紹介して終わ りたいと

思います。1974年3E22日 、第1回 卒業式の当日は、私たち1期 生の前途を祝福するかのように、

素晴 らしい 日本晴れで した。現在のように、世界からの来賓は見えませんでしたが、創立者に出

席 していただいたことが、何よりうれしかったことを思い出します。 とくに印象に残っているの

は、スピーチの最後に創立者が 「霊山一会厳然未散」という法華経の言葉を引用されたことです。

これは釈尊が法華経を説いた霊山会の儀式は、それが終わった後 も、厳然と散ることなく永遠に

続 くとい う意味の言葉です。この言葉を通して、今 目の卒業式の式典 自体は終わったとしても、

創立者 と卒業生 との師弟の絆、そして1期 卒業生同士の友情の絆は、未来に渡って永遠に続 くの

であるとい う趣 旨の話をして下さいました。当時、このスピーチを伺って大変感動 したことを思

い起こしますが、この創立者の1期 生に対する思い、あるいは期待の心は、「第二の草創期」の現

在、創大のキャンパスで学ぶ学生の皆さんに対する思いや期待の心 と全く同じだと思います。

皆 さんに対する、創立者の大変に深い思いと期待を真正面から受け止め、大いに勉学に挑戦 し

て、新 しい人間主義の時代を開いていく指導者に是非 とも成長 していってもらいたいことを心か

らお願い して、私の話にしたいと思います。ご清聴、本当にありが とうございました。
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